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し て 今後 地図 か ら 消え る の は 洲 し い . 
5. Orthosia limbata Burvgk シロ へ リキ リガ ( ヤ ガ 科 , ヨ ト ウ ガ 亜 科 ) CFig. 5) 

1964.iv.7, 遠 敷 1*. 自宅 の 誘 里 条 に 来 た の が 初め て だ が , その 後 ず S と も に 採れ た . 
6. Perigrapha honei PONesrER スギ ターニー キ リガ ( ヤ ガ 科 , ヨ ト ウ ガ 亜 科 ) (Fig. 6) 

1964.iv.7, 自宅 の 誘 峨 条 に 飛来 し た 1\ を 採集 し た . 
7. Fascellina chromataria nigrochromaria INOOE エグ リエ ダシ ャ ク (シャ ク ガ 科 , エダ シャ ク 亜 科 ) (Fig. の 
本 種 は 本 県 で は 今立 郡 池田 町 稲荷 で 池田 第 一 中 学校 生徒 藤原 章子 さん が , 1957.yiii.25 に 採集 し た の が 初め で あ 
り , 学校 へ 寄贈 を 頼み , 遠く 池田 町 まで 受取 り に 行き , 福井 市 郷土 博物 館 資料 室 と 陳列 室 に 保管 し て ある . 続い て 
福田 久美 氏 が 武生 市 宮谷 で 採集 し て 天覧 標本 を 作る 時 に 寄贈 を 受け た . 写真 に 出し た も の は 1963.viii.31, 小浜 市 
遠 敷 で 電灯 に 来 た ざ ぶ で ある . 広く 採集 で きる が 少な いよ う で ある , 

な お 採集 地 の 標高 は , 小浜 市 遠 敷 (13 m), 中 ノ 畑 (300 m), 大 野市 鳩 が 湯 (550 m), 大 野 郡 和泉 村 池 が ガ 島 (650 m). 











Wallace と 出会っ た 日 本 通 の 蘭 医 Mohnike 
ーー 長崎 で 種 間 を 拡 あ た , か くれ た ムシ ヤー 


癌 瀬 太 郎 
東京 都 港 区 高輪 2-1 伊 皿 子 ア パート 505 号 


野上 雅生 氏 が や どり が , 47/48 号 に 紹介 され た よう に , H.W. BArgs と 一 緒 に アマ ゾン で チョ ウ を 追っ た A.R. 
WaArrAog が , ひと 足 先 に 本 国 イ ギリ ス 人 帰っ た の は 1852 年 で あっ た . 不幸 に も と の 時 彼 が 持ち 帰っ た 標本 の 大 部 
分 は , 乗船 の 火炎 に よっ て 失わ れ て し まっ た . 3 年 後 , ワラ ス (高島 春雄 氏 の 説 に し た が う . 普通 は ウォ ー レ ス と 
読む ) は , イギリス , オラ ンダ 両国 政府 や , 王立 地理 学 協会 . W.W.SAuspmRs な どの 力強い 後援 に よっ て , 東洋 
の 熱帯 探検 た 旅立っ た . マレ ー, スマ トラ , ジャ ワ , ボル ネオ , セレ ベス , モル ッ カ 群島 , 西 ニ ュー ギニア 等 の 鳥 
々 を , 現地 人 の カヌ ー と 徒歩 に よっ て , 1 万 4 干 マ イル に お よぶ 探検 を し , 12 万 5 千 余 頭 の 昆虫 や 動物 を 採集 し , 
8 年 後 1863 年 に イギリス に 戻っ た . と の 間 1858 年 7 月 1 日 ダー ウィ ン が ロン ドン の リン ネ 協 会 で , 紹 介 発表 し た 
自然 泡 汰 の 説 (進化 論 ) は , 両者 の 友情 と 共に 有名 な 物語 り と な っ て 残っ て いる . 帰国 後 6 年 間 標 本 整理 に と り 組 
ん で 一 段落 し た 1869 年 , The Malay Archipelago を 出版 し た が , と の 本 は 今 な お 古典 と し て , つき な い 知 識 の 
朱 を 提供 し て いる . わた くし も ゃ 中 学生 の 頃 , 抄訳 か 紹介 で 読ん だ 覚え が ある が , 最近 ニュ ー ョ ー ク の Dover 社 か 
ら 1922 年 版 完 本 の 廉価 版 が 出 た 機会 に と り よ せ て 読ん で 見 た . 挿し 画 を 見 て いる だ け で も , 地 図 を 眺め て いる だ 
け で も 楽し い 本 で ある . 

ワラ ス が 最初 に アン ボ イ ナ を 訪れ た の は 1857 年 の 12 月 で あっ た . アン ボ イ ナ は , ほとん ど 2 つの 島 と いっ て も 
よい 程 に 深く 切り こと まれ た 湾 を 抱く 2 つの 半島 か ら な り , 湾内 の 良港 は , 香料 群島 と し て オラ ンダ 傾 東 イン ド の ド 
ル 箱 で ある モル ッ カ 群島 の , 首都 の 所 在 地 で あっ た . と の 町 は 東洋 に お ける ヨー ロッ パ 植 民 地 の 最 も 古い も の の 1 
つ で ある . ワラ ス は と の 時 , モル ッ カ 駐在 の オラ ンダ 医師 の 長 Dr. Orro Momnrgs 宛 の 紹介 状 を 持参 し て いた . 
モー ニッ ケ は ドイ ツ 人 で あっ て , 英語 の 読み 書き は 出来 た が , 会 話 は 不得 手 で あっ た の で ワラ ス と は フラ ンス 語 で 
話し を 通じ た . 彼 は 軍医 や 東 イ ンド 会 社 の お 雇い 医師 と し て , 長い 間 ジ ャ ワ , スマ トラ , ボル ネオ , 日 本 を 歴任 し 
て , と の アン ボ イ ナ に 来 て いた の で ある . 

モー ニッ ケ が 長崎 の 出島 に 来 た の は , 嘉 永 元 年 6 月 (1848) で , 有名 な シー ボル ト の 最初 の 滞 日 (1828 一 1830) 
と 第 2 回 の 来 日 (1859) の 中 間 に あ た る . 1855 年 (安政 2 年 ) の 天然 癒 大 流行 の 時 活躍 し た 記録 が ある の で , と の 
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年 まで 日 本 に いた と と は 確実 で ある が , 日 本 を 去っ た 月 日 は 不明 で ある . し か し 後任 の ファ ン ・ デ ン ・ ブ ルッ ク 
]. K. VAN DEN BROEK が 1855 年 に 来 任 し て いる の で , 大 体 と の 頃 ま で いて , 次 の 任 地 アン ボ イ ナ に 移っ た も の と 
思う . 彼 は 日 本 に 聴診 器 や , 新しい 産科 器械 を も た らし , また 嘉 氷 2 年 6 月 バタ ビア か ら 輸 入 し た 和牛 交 は , 多く の 
日 本 人 を 救っ た . 医学 の 他 に も 気象 学 その 他 を 日 本 人 に 教え , 出島 の オラ ンダ 商館 内 に 気象 観測 候 所 の も と を 作っ 
た .。 モー ニッ ケ は 1850 年 カ ピ タ ン }. HH. LgvyssoHN レフ ァ イ ス ソン と 共に 江戸 に 参 礼 し て お り , 日 本 人 の 性 格 , 
典 習 , 日 本 の 地質 , 地形 , 動植物 に も 通じ て いた . 植物 の 知識 は 特に 深く , 彼 の 名 は シー ボル ト の Flora Japonica 
に も 載っ て いる . ワラ ス は 日 本 婦人 の 手 に な っ た 美 事 な 彩 色 の 植物 スケ ッ チ 集 を モー ニッ ケ に 見 せら れ て 感心 し て 
いる が , 誰 の 描い た も の で あっ た ろう か . 日 本 の 植物 の 図 と いえ ば , 1762~6 年 頃 再度 来 日 し た カ ピ タ ン ApRgrs 
CrsysR (ANpRsw CrsrR) の も の が 大 先輩 で も る . し か し 我々 に 興味 ある の は , モー ニッ ケ が 海外 生活 の 間 に 熱心 
に 昆虫 を 集め て いた と と で ある . 中 で も 北方 系 の 奇 豚 な オサム シ , 熱帯 の 豪華 な タマ ムシ や カミ キリ ムシ を 集め て 
いた . ワラ ス も 甲虫 に は 興味 を 持ち , 鱗 政 目 の 1 万 3 千 余 頭 に 対し , 8 万 3 千 余 頭 を 採集 し て いる . 

当時 アン ボ イ ナ に は モー ニッ ケ の 下 に ハン ガリ 一 人 の 若い 医師 Dr. DorssogArr が いた . 彼 は すでに 重い 胸 の 
病 い に お か され て いた が , 熱心 に ハエ や クモ を 研究 し , チョ ウ や ガ も 集め て いて , 標本 箱 の 中 に は メガ ネト リバ ネ 
O. priamus や オオ ルリ アゲ ハ アア . ulysses の 美 事 な 標本 が あっ た . FErpgR が 命名 し た イワ サキ コノ ハ 属 Dole- 
schallia や , ルリ マダ ラ , シジミ チョ ウ , セセリ チョ ウ な どの 種 小 名 に 残っ て いる の は , 年 代 や 産地 か ら 見 て と の 
若い 医師 の 名 で あろ う . ワラ ス は 翌 1858 年 の 1 月 初旬 テ ルナ テ 鳥 に 移り , と と の 熱病 の 床 か ら , ダー ウイ ン 宛 に 
世紀 の 給 文 『 変 覆 が も と の タイ プ か ら 無 限 に 遠ざかる 傾向 に つい て 』 を 書き 送っ た の で ある . 

さて , 今 ま で に モー ニッ ケ と 日 本 の 昆虫 を 結び つけ て 考え た 人 は 見 当ら な い の で ある が , 江崎 先生 の 「 昆 虫 学 関 
係 来 朝 欧米 人 一 覧 」 (むし 8 巻 2 号 , 1935) に も 無い か くれ た ムシ ヤ で あっ て, 日 本 の 医学 , 特に 種 癒 術 の 歴 史 に 
残る 有名 な 人 物 で ある か ら , オオ ミス ジ の 亜 種 に 捧げ る KAgmwPrsr, ナガ サキ アゲ ハ の 亜 種 に 捧げ る THUNBERG, 
ナガ サキ アゲ ハ と ルリ タテ ハ の 亜 種 の 命名 者 SrsBorp と いう 3 人 の 次 に , MogNrks を 登録 し て お く の も 無駄 で 
は な いと 思う . 彼 の 日 本 名 は 『 齋 尼 鉄 』 を あて た 文献 が ある . と れ ら 4 人 の 蘭 医 は ツウ ュ ン ベリ ー が スウ ェ ー デ ン 人 
で ある 他 は , みな ドイ ツ 人 で ある ・ 

本 稿 を 草 す る に あたっ て , 文献 の お 世話 に な っ た 長谷 川 仁 氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . (1967. 1. 15) 

主 な 参考 書 (本 文中 に 出 な か っ た も の ) 
十 賀 十 二 郎 西洋 医術 伝来 史 , 1943, 日 新書 院 
長崎 大 学 医学 部 長崎 医学 百年 喝 , 1961, 同学 部 
磐 瀬 太 郎 日 本 蝶 命 名 小史 , 1952。 ニュ ー・ エ ント モロ ジス ト 列 出 
八 杉 竜 一 ダー ウイ ン の 生涯 , 1950, 岩波 新書 

〔 附 ] 脱稿 後 さ ら に 長谷 川 仁氏 の ご 教示 に よれ ば , Dorssosrarr の 名 は C. Lopwre で , 1859 年 アン ボ イ ナ で 
死ん で い る. 1856 年 蘭 領 イン ド の 双 交 目 相 と , イン ディ ゴ の 害虫 に 関す る 2 篇 の 論 娘 を 発表 し て いる . (出典 了 H. 
A. HAGEN: Bibliotheca Entomologica, 1862, p. 176). 追記 し て 長谷 川 氏 に 厚く お 礼 申 し 上 げ る . ( 毅 瀬 ) 
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